	単位操作－４３６
	二軸混練機のスタート・ストップ
	作    成
	

	
	
	
	

	
 
	ポイント

	
	(1)油圧機器が正常に作動することをチェックする

(2)

ア．ローター・ケーシング等に流す加熱・冷却系には、組み合わせがあるため優先順位を確認する。

イ．設定温度に昇温後、規定時間保持すること

(3)スタートに先立ち起動条件が全て満足していることを確認する。

(4)

1． ターニングは補修後・長期停止時・機器上必要なものについては必ず実施する。

イ．補修後のターニングは３回転以上実施すること。

ウ．ターニングは動力源を切った状態で実施すること。

エ．原則としてインチングをしてはいけない。

(6)混練機への供給は電流・樹脂温を見ながら徐々に行うこと。

(8)スタート約１０分後に異常の有無を再度点検すること。

  （熱・振動・洩れ・音・圧力・電流等）

(11)樹脂の排出のないことを確認する。

	
	


(7)





終了





開始





油圧ユニット系を活かす





混練機本体の加熱冷却系を活かす





軸封窒素、冷却水を活 かす





モーターをスタートする





電流値・音に異常のないことを確認する





樹脂を供給する





樹脂の排出を確認する





各部を点検する





開始





樹脂の供給を停止する





モーターをストップする





終了
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スタート





ストップ








